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研究成果の概要（和文）：北部ベトナムには，中部～上部古生界の非海成層である“旧赤色砂岩”や浅海成の堆
積物が広く分布している．二枚貝や巻貝，多くの魚類の骨片とオストラコーダや花粉などの微化石を“旧赤色砂
岩”を主体とするシーカー層の上部で採取した．また，上部デボン系のコノドントがデボン～石炭系のトックタ
ット層から多産した．本研究では，主にハーザン省のドンバン地域から産出した微化石(花粉，オストラコー
ダ，コノドント)とランソン省のバックテゥイ層から産出した下部三畳系の放散虫について研究した．

研究成果の概要（英文）：Middle to Upper Paleozoic non-marine “Old Red Sandstone” and shallow 
marine deposits are widely distributed in the northern Vietnam. We collected megafossils such as 
bivalves, gastropods and many fragments of fish bones and microfossils, ostracods and pollens from 
the upper part of the Si Ka Formation mainly composed of “Old Red Sandstone”. The Upper Devonian 
conodonts are abundantly found in the Devonian to Carboniferous Toc Tat Formation. In this study, we
 have mainly studied microfossils (pollens, ostracods and conodonts) from the northern part of Dong 
Van area, Ha Giang Province and Lower Triassic radiolarians from the Bac Thuy Fm., Lang Son 
Province. 

研究分野： 層位・古生物学

キーワード： 大量絶滅　適応放散　生層序　古環境　地質学　古生物学　堆積学　ベトナム
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
北部ベトナムに分布しているシーカー層は，アジアを代表する“旧赤色砂岩”を主体とする地層で1800年代から
下部デボン系とされていた．しかし，本研究でシーカー層の最上部から後期シルル紀の胞子化石を抽出したこと
によって，この“旧赤色砂岩”がシルル系であることが明らかになった．また，トックタット層の下部から大量
のコノドント化石を採取した結果，5大大量絶滅の１つとして知られている上部ケルワッサーイベント層が挟ま
れている可能性が高いことが明らかになった．これらの研究成果は，ドンバンカルストジオパーク内で得られた
もので，今後のジオパークやベトナム国立自然博物館の展示などで紹介していく予定である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
ベトナムでの地質調査にもとづいて本研究を実施する予定であった．研究初年度の 2019

年 5 月のハーザン省やランソン省での地質調査は実施できたものの，2020 年 2～3 月の調
査中にコロナウイルスによる問題が生じて，これ以降，ベトナムでの調査を遂行する事が出
来なくなった．そのため，2019 年の 5 月に採集したハーザン省ドンバン地域のデボン系（シ
ーカー層とバックブン層，トックタット層）とランソン省やニンビン省の三畳系で採取した
微化石試料を対象に分析を進めた．現地でデータを採取する必要がある堆積相解析を用い
た研究や大型化石の採取については，その後のコロナ禍で全く進めることが出来なかった
が，シーカー層から花粉およびオストラコーダ，トックタット層から保存状態の良いコノド
ント化石，下部三畳系のランソン層とバックテゥイ層から放散虫化石などの微化石を多数
得ることが出来た．そのため，2020 年度以降は，バックアップ用に採取しておいた岩石試
料のうち，微化石が多産した試料をベトナム側の研究協力者に郵送してもらいこれらの微
化石を中心に研究を進めた． 
 
２．研究の目的 
 ベトナムの中古生界で地質調査を実施して，大量絶滅が生じたイベント層の特定や絶滅
パターンの報告，生物の適応放散などに注目して研究を進める予定でいた．具体的にはデボ
ン紀後期のケルワッサーイベントに伴う大量絶滅やオルドビス紀末期の大量絶滅，三畳紀
の大量絶滅および絶滅イベントとその後の回復から適応放散，カンブリア紀の SSF やシル
ル紀～デボン紀の陸上植物の適応放散などを対象にしていたが，これらのうち，ある程度の
研究試料を確保できたのは，北部ベトナムハーザン省のドンバン地域に分布しているデボ
ン系とランソン省やニンビン省の三畳系で採取した微化石試料のみであった．そのため，具
体的な研究対象を下部デボン系の花粉・胞子，上部デボン系のケルワッサー事変層の特定，
下部三畳系の放散虫化石群集などに絞って研究を実施した．  
 
３．研究の方法 
シーカー層では，最上部の層厚約 20m に対して約 50 ㎝間隔で植物片や有機物，大型化

石などを含む泥岩試料を 0.5～1 ㎏採取し，花粉化石抽出用の試料 50g はフッ酸やショウ酸
などの薬品と遠心分離器などで処理をした後，スライドガラスに封入して光学顕微鏡で観
察した．オストラコーダについては，全て印象化石であったため，粘性の低いシリコンゴム
を用いて型どりをしてから，電子顕微鏡を用いて観察した．トックタット層の試料は，道路
工事で新たに出現したセクションで実施し，下位のシーファイ層最上部から 2m 間隔で約
60 サンプルほど石灰岩試料を採取し，室内で試料 500g を酢酸処理した．その後，実体顕微
鏡下でコノドント化石を拾い出し，電子顕微鏡下で観察した．下部三畳系のランソン層とバ
ックテゥイ層では，コノドントを抽出した際に放散虫化石の産出層準が概ね把握できてい
たため，それらの層準を中心に石灰岩試料と泥岩試料を500gほど採取し，石灰岩は塩酸で，
泥岩はフッ酸で繰り返し処理をした．その後，実体顕微鏡下で残渣から放散虫化石を拾い出
し，電子顕微鏡下で観察した．なお，花粉化石の同定は，静岡大学のジュリアン・ルグラン
博士に，オストラコーダの同定はレスター大学のマーク・ウィリアムス博士，放散虫化石の
同定は東京学芸大学の高橋 修博士に協力を求めた． 
 
４．研究成果 
 
（１）主な発表論文等〔雑誌論文〕の Legrand et al. (2021)と本報告書の図１参照 
“旧赤色砂岩”を主体とするシーカー層の上部から初めて花粉化石群集を報告した．シ

ーカー層は 1800 年代の研究以降デボン系とされていたが，この花粉化石群集は，主に 3溝
型の胞子を主体とし，シルル紀の後期ラドロウ期～前期プリドリ期を示していることが明
らかになった．この群集は，ベトナムでは最古の花粉化石群集であり，シーカー層がシルル
系であることが明らかになった． 



 
図１.  (a), (b)，(d) シーカー層の柱状図と花粉化石．（c）堆積相コード（Facies 1-4） 
 
（２）主な発表論文等〔雑誌論文〕の小松ほか（2021）と本報告書の図１参照 
シーカー層の主部は河川性の堆積物からなるが，堆積構造や軟体動物化石，魚類化石の構

成から上部～最上部は河口付近で堆積した広義のエスチャリー堆積物からなっていること
を報告した． 
 
（３）主な発表論文等〔雑誌論文〕の Mc Gairy et al. (2021), Williams et al. (2023)
参照 
甲殻類のオストラコーダは，淡水～汽水，海域まで幅広い水域に分布している．しかし，

石炭紀よりも古い非海域～沿岸域のオストラコーダの化石記録は極わずかしかなく，この
グループの海域から非海域への移行期については詳しいことが明らかになっていない．本
研究では，上部シルル系のシーカー層から新種を含む約 10種類のオストラコーダを報告し
た．これらのオストラコーダは，多くの大型植物化石と魚類の骨片，軟体動物化石と共産し，
エスチャリー堆積物から産出した．多様性は低く特徴的な 2 つのオストラコーダ化石群集
がエスチャリー堆積物中で識別でき，シルル紀には沿岸域から汽水域に生息域を拡大した
可能性が高いことが明らかになった． 



 
（４）主な発表論文等〔雑誌論文〕の Takahashi et al. (2022)と本報告書の図２参照 
下部三畳系ランソン層のスミシアン階上部から産出した 6 属 8 種の放散虫化石の記載を行
った．これらの放散虫化石は，中生代に一般的なグループでは無く，むしろ古生代型の放散
虫化石といえる．その一方でランソン層を整合で覆うバックテゥイ層のスパシアン階最下
部から産出した放散虫化石の構成は全く異なっており，スミシアン/スパシアン境界で群集
構成が中生代型に変化している可能性が高いことが明らかになった． 
 

 
図２.ランソン層上部とバックテゥイ層の柱状図およびアンモノイド生層序と放散虫化石
の構成． 
 
（５）主な発表論文等〔学会発表〕の小松ほか（2023） 
北部ドンバン地域のセオホーセクションで上部デボン系～石炭系のトックタット層下部

から上部デボン系の Palmatolepis nasuta,帯，Pa. linguiformis 帯，Pa. triangularis 帯を
示すコノドントを大量に採取することができた．大量絶滅で特徴づけられる上部デボン系
のフラニアン / ファメニアン境界は，Pa. triangularis と Pa. subperlobata の初産出層準
で明らかになり，さらに上部ケルワッサーイベントを示すと考えられる黒色頁岩を Pa. 
linguiformis 帯の最上部で確認することができた．しかし，コノドントのサンプリング間隔
があらかったため，フラニアン / ファメニアン境界や上部ケルワッサーイベント層の解像
度が悪く，下部ケルワッサーイベント層を識別する事も出来なかった．今後，サンプリング
間隔を細かくして，データの精度が上げる事が重要である． 
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